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(57)【要約】
【課題】カバーなどの新たな部品追加などをしなくても
、バッテリー取付部への切粉や粉塵の侵入を低減するこ
とができる充電式工具を提供する。
【解決手段】ハウジング３０と、前記ハウジング３０に
取り付け可能な着脱式のバッテリー２４と、吸気口５１
，５２から前記ハウジング３０の内部に空気を取り込む
ためのファン２０と、を備える。前記ハウジング３０に
、前記ハウジング３０と前記バッテリー２４との境界部
１０ｂに向けて開口する吹き出し口５０を設け、前記フ
ァン２０が取り込んだ空気を、前記吹き出し口５０から
排出可能とした。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハウジングと、
　前記ハウジングに取り付け可能な着脱式のバッテリーと、
　吸気口から前記ハウジングの内部に空気を取り込むためのファンと、
　を備え、
　前記ハウジングに、前記ハウジングと前記バッテリーとの境界部に向けて開口する吹き
出し口を設け、
　前記ファンが取り込んだ空気を、前記吹き出し口から排出可能としたことを特徴とする
、充電式工具。
【請求項２】
　前記ファンが取り込んだ空気は、充電式工具のモータ及び制御基板の冷却に使用される
ことを特徴とする、請求項１記載の充電式工具。
【請求項３】
　前記吸気口は、前記モータの上流に配置された第１吸気口と、前記第１吸気口よりも下
流かつ前記制御基板の上流に配置された第２吸気口と、を備えることを特徴とする、請求
項２記載の充電式工具。
【請求項４】
　前記ハウジングの側部に前記ファンが取り込んだ空気を排出するための排気口を設け、
　前記排気口を、前記ハウジングの一方の側部にのみ開口するように形成したことを特徴
とする、請求項１～３のいずれか１項に記載の充電式工具。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、着脱式のバッテリーを備えた充電式工具に関し、特に、バッテリー取付部
への切粉や粉塵の侵入を低減することができる充電式工具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　バッテリーによって駆動する充電式工具は電源コードがないため、電源コードを有する
工具と比較して作業方向や作業姿勢に自由度がある。このため、例えば天井に向けた上向
き作業にも多用されている。
【０００３】
　ところで、充電式工具を上向き姿勢で使用すると、充電式工具の前面に切粉や粉塵が落
下してくるため、切粉や粉塵がバッテリー取付部の隙間から工具内部に侵入する場合があ
る。切粉や粉塵がバッテリー取付部の内部に侵入すると、バッテリーを着脱するためのレ
ールやバッテリー端子などに切粉や粉塵が付着し、導通不良や動作不良の原因となるおそ
れがある。また、切粉や粉塵が付着した状態でバッテリーの着脱を繰り返すと、切粉や粉
塵によってレールが削られて摩耗し、更に切粉や粉塵が侵入しやすくなるという問題があ
る。
【０００４】
　なお、特許文献１には、バッテリー保持部とバッテリーパックとの結合部分を含んでバ
ッテリーパックを覆う袋状のカバーを設けた構成が開示されている。このようなカバーを
使用すれば、切粉や粉塵がバッテリー取付部の内部に侵入することを防ぐことができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１２－８１５７６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
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　しかし、上記した特許文献１記載の構造では、バッテリーの着脱のたびにカバーを取り
外さなければならず、作業が煩雑であった。また、外観寸法が大きくなって取り回し性能
が低下したり、部品追加によってコストアップしたりといった問題があった。
【０００７】
　そこで、本発明は、カバーなどの新たな部品追加などをしなくても、バッテリー取付部
への切粉や粉塵の侵入を低減することができる充電式工具を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、上記した課題を解決するためになされたものであり、以下を特徴とする。
【０００９】
　請求項１記載の発明は、ハウジングと、前記ハウジングに取り付け可能な着脱式のバッ
テリーと、吸気口から前記ハウジングの内部に空気を取り込むためのファンと、を備え、
前記ハウジングに、前記ハウジングと前記バッテリーとの境界部に向けて開口する吹き出
し口を設け、前記ファンが取り込んだ空気を、前記吹き出し口から排出可能としたことを
特徴とする。
【００１０】
　請求項２に記載の発明は、上記した請求項１に記載の発明の特徴点に加え、前記ファン
が取り込んだ空気は、充電式工具のモータ及び制御基板の冷却に使用されることを特徴と
する。
【００１１】
　請求項３に記載の発明は、上記した請求項２に記載の発明の特徴点に加え、前記吸気口
は、前記モータの上流に配置された第１吸気口と、前記第１吸気口よりも下流かつ前記制
御基板の上流に配置された第２吸気口と、を備えることを特徴とする。
【００１２】
　請求項４に記載の発明は、上記した請求項１～３のいずれかに記載の発明の特徴点に加
え、前記ハウジングの側部に前記ファンが取り込んだ空気を排出するための排気口を設け
、前記排気口を、前記ハウジングの一方の側部にのみ開口するように形成したことを特徴
とする。
【発明の効果】
【００１３】
　請求項１に記載の発明は上記の通りであり、ハウジングに、ハウジングとバッテリーと
の境界部に向けて開口する吹き出し口を設け、ファンが取り込んだ空気を、前記吹き出し
口から排出可能とした。このような構成によれば、充電式工具を上向き姿勢で使用するこ
とで充電式工具の前面に切粉や粉塵が落下してきたときでも、吹き出し口から排出される
空気によって切粉や粉塵の侵入を防ぐことができる。具体的には、吹き出し口から排出さ
れる空気がエアカーテンのような役割を果たすことで切粉や粉塵の堆積を防止したり、充
電式工具に付着した切粉や粉塵を吹き飛ばしたりすることで、切粉や粉塵が充電式工具の
内部に侵入することを防止できる。
【００１４】
　しかもこのような効果を新たな部品追加なしで実現しているため、カバーの着脱作業が
発生したり、外観寸法が大きくなって取り回し性能が低下したり、部品追加によってコス
トアップしたりといった問題も発生しない。
【００１５】
　また、従来の構造を大きく変更する必要もないので、製品の重量バランスも悪化せず、
作業時の操作性に悪影響を与えずに上記したような効果を得ることができる。
【００１６】
　また、請求項２に記載の発明は上記の通りであり、前記ファンが取り込んだ空気は、充
電式工具のモータ及び制御基板の冷却に使用される。言い換えると、冷却風を使用して切
粉や粉塵の侵入を防ぐことができる。このような構成によれば、一般的な充電式工具にお
いて使用されている冷却用のファンを使用して切粉や粉塵の侵入を防ぐことができるので
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、機械の複雑化や部品点数の増加が発生しない。
【００１７】
　また、請求項３に記載の発明は上記の通りであり、前記吸気口は、前記モータの上流に
配置された第１吸気口と、前記第１吸気口よりも下流かつ前記制御基板の上流に配置され
た第２吸気口と、を備える。すなわち、ファンによって取り込まれた空気は、モータを冷
却した後に制御基板を冷却し、その後、吹き出し口から排出されて切粉や粉塵の侵入を防
ぐ。このような構成によれば、制御基板によって空気の流れを制御して吹き出し口に誘導
することができる。
【００１８】
　また、吸気口として第１吸気口と第２吸気口との２つを備えているため、第１吸気口か
ら吸気した空気でモータを冷却し、第２吸気口から吸気した空気で制御基板を冷却するこ
とができる。第１吸気口から吸気した空気はモータによって暖められており、そのままで
は制御基板の冷却効果が十分に得られないおそれがあるが、第２吸気口から吸気した新鮮
な外気で制御基板を冷却できるので、冷却効果を高めることができる。
【００１９】
　また、請求項４に記載の発明は上記の通りであり、前記ハウジングの側部に前記ファン
が取り込んだ空気を排出するための排気口を設けた。すなわち、ファンによって取り込ま
れた空気は、排気口から排出されるとともに、吹き出し口からも排出される。このような
構成によれば、排気口の形状や開口面積等を調整することで吹き出し口からの排気圧を調
整することができる。
【００２０】
　しかも、前記排気口を、前記ハウジングの一方の側部にのみ開口するように形成したの
で、排気口が設けられていない側に作業者の顔がくるようにすれば、排気口からの排気が
作業者の顔に当たらないようにすることができる。具体的には、右手で充電式工具を持つ
場合には、排気口を右側部にのみ設けるようにすれば、排気口からの排気が作業者の顔に
当たらないようにすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】内部構造を一部露出させた充電式工具の側面図の図である。
【図２】充電式工具の断面図である。
【図３】グリップハウジングを取り付ける様子を示す充電式工具の外観図である。
【図４】グリップハウジングを取り外した状態の充電式工具の側面図である。
【図５】充電式工具を斜め下から見た斜視図である。
【図６】充電式工具の内部構造を示す図であって、空気の流れを示す説明図である。
【図７】充電式工具の別の側面図の図である。
【図８】変形例に係る充電式工具の外観図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　本発明の実施形態について、図を参照しながら説明する。
【００２３】
　本実施形態に係る充電式工具１０は、先端工具を往復動させることにより打撃を生じさ
せる打撃工具である。この充電式工具１０の先端部には、ドリルビットやブルポイントな
どの先端工具（図示せず）を着脱可能な先端工具取付部１０ａが設けられている。この先
端工具取付部１０ａに先端工具を取り付けた後に、先端工具をコンクリートや石材等の対
象物に押し付け、充電式工具１０を駆動させると、先端工具で穿孔や破砕を行うことがで
きる。
【００２４】
　なお、本実施形態においては電動ドリルを例に説明するが、本発明の実施形態としては
これに限らず、充電式のバッテリー２４を使用するものであればよい。例えば電動ハンマ
などの他の種類の充電式工具であってもよい。
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【００２５】
　この充電式工具１０は、図１及び図２に示すように、モータ１１と、機構部１２と、フ
ァン２０と、制御基板２２と、トリガ２３と、バッテリー２４と、ハウジング３０と、備
えている。
【００２６】
　モータ１１は、充電式工具１０の後方においてハウジング３０の内部に収容されている
。このモータ１１の出力軸１１ａは、後述する機構部１２の中間軸１３と噛合している。
出力軸１１ａが中間軸１３と噛合することにより、モータ１１の回転力が機構部１２に伝
達される。
【００２７】
　機構部１２は、モータ１１を駆動力として先端工具を作動させるものであり、モータ１
１の前方に配置されてハウジング３０の内部に収容されている。この機構部１２は、モー
タ１１を駆動力として作動し、先端工具を打撃する。なお、詳細は省略するが、この機構
部１２は、先端工具が回転しながら打撃する回転・打撃モードと、先端工具が回転せずに
打撃だけを実行する打撃モードと、先端工具が打撃せずに回転だけを実行する回転モード
と、を備えており、モードを切り替えて使用できるように構成されている。
【００２８】
　この機構部１２は、図２に示すように、モータ１１の出力軸１１ａに噛合する中間軸１
３と、中間軸１３の外周に取り付けられた回転体１４と、回転体１４に取り付けられて外
径方向へと延在する揺動ロッド１５と、揺動ロッド１５の先端部に接続されたピストン１
６と、ピストン１６の前後往復動に追従して作動する打撃子１７と、打撃子１７の打撃力
を先端工具に伝達するための中間部材１８と、を備える。
　中間軸１３は、モータ１１の出力軸１１ａと噛合しており、モータ１１が回転したとき
に出力軸１１ａに追従して回転する。
【００２９】
　回転体１４は、中間軸１３に固定されており、中間軸１３と一体的に回転する。この回
転体１４の外周には、後述する揺動ロッド１５の軸受を係合させる周溝が設けられており
、この周溝が中間軸１３の軸に対して傾いて設けられている。このため、回転体１４が回
転したときに軸受の傾きが変化し、揺動ロッド１５が揺動するように構成されている。
【００３０】
　揺動ロッド１５は、回転体１４に対して軸受を介して回転可能に取り付けられている。
この揺動ロッド１５は、充電式工具１０に対して前後方向に揺動可能に支持されている。
前述したように、回転体１４が回転すると、その回転は揺動ロッド１５の前後方向の揺動
運動に変換される。
【００３１】
　ピストン１６は、揺動ロッド１５の揺動運動に連動して前後往復動する筒状ピストンで
ある。このピストン１６が前方に移動すると、ピストン１６の前方に設けられた空気室Ｓ
の空気が圧縮され、この空気室Ｓの空気圧変動（空気バネ）を介して後述する打撃子１７
に打撃力が伝達されるようになっている。
【００３２】
　打撃子１７は、充電式工具１０の内部で前後に摺動自在に配置されている。この打撃子
１７は、ピストン１６の前後往復動によって生じた空気室Ｓの空気圧変動に連動して打撃
運動する。
　中間部材１８は、打撃子１７と先端工具との間に配置され、後方から打撃子１７が衝突
したときに、その打撃力を先端工具に伝達するためのものである。
【００３３】
　この機構部１２は、以下のように作用する。まず、モータ１１が回転することで、モー
タ１１の回転力が中間軸１３に伝達される。中間軸１３が回転することで回転体１４が回
転し、回転体１４の回転により揺動ロッド１５が前後方向に揺動する。揺動ロッド１５が
揺動すると、ピストン１６が往復動し、打撃子１７の後方の空気室Ｓの空気圧が変動する
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。空気室Ｓの空気圧が変動することで、打撃子１７が打撃運動を実行し、中間部材１８に
打撃力を付与する。すると、先端工具に中間部材１８を介して打撃力が伝達され、コンク
リートや石材等の対象物に押し付けられている先端工具で穿孔や破砕が行われる。
【００３４】
　ファン２０は、モータ１１や制御基板２２を冷却するための空気をハウジング３０の内
部に取り込むためのものであり、本実施形態においてはモータ１１と機構部１２との間に
配置されている。このファン２０は、モータ１１の出力軸１１ａに接続されており、モー
タ１１が回転したときに同時に回転する。これにより、ハウジング３０の側部に開口する
吸気窓３１から外部の空気を吸い込むとともに、吸い込んだ空気をハウジング３０の側部
に開口する排気口３２から外部へと排出する。
【００３５】
　制御基板２２は、モータ１１の作動などを制御するためのものである。本実施形態に係
る制御基板２２は、機構部１２の下方かつバッテリー２４の上方に、先端工具の軸方向に
平行となるように配置されている。この制御基板２２の収容空間は、モータ１１の収容空
間と連通しており、ファン２０が生成した冷却風の風上にモータ１１が配置され、風下に
制御基板２２が配置されている。ファン２０が生成した冷却風は、制御基板２２の上面に
沿って流れ、後述する吹き出し口５０へと導かれる。この制御基板２２は、冷却風を吹き
出し口５０へ誘導する風路を形成するように、ハウジング３０に固定される。
【００３６】
　トリガ２３は、モータ１１を作動させるための操作部であり、充電式工具１０のグリッ
プを握ったときにちょうど人差し指がかかる位置に配設されている。このトリガ２３を引
き操作することで、モータ１１が回転を始めるようになっている。
【００３７】
　バッテリー２４は、モータ１１や制御基板２２に電力を供給し、機構部１２の動力源と
なる二次電池である。このバッテリー２４は、ハウジング３０に取り付け可能な着脱式の
バッテリー２４であり、ハウジング３０から取り外して充電ができるようになっている。
【００３８】
　具体的には、図５に示すように、ハウジング３０の下面には、バッテリー２４を取り付
けるためのバッテリー取付部２５が設けられている。このバッテリー取付部２５に、バッ
テリー２４を前方からスライドさせて取り付け可能となっている。バッテリー取付部２５
にバッテリー２４をスライドさせると、バッテリー取付部２５のレール２５ｂに沿ってバ
ッテリー２４が移動し、係合凹部２５ａにバッテリー２４のラッチ（図示せず）が係合す
ることでバッテリー２４が固定される。バッテリー２４が固定されると、バッテリー取付
部２５の端子部２５ｃとバッテリー２４の端子部（図示せず）が電気的に接続される。
【００３９】
　ハウジング３０は、モータ１１や機構部１２を内蔵して充電式工具１０の全体を覆って
いる。本実施形態に係るハウジング３０は、機構部１２を内蔵する本体ハウジング３５と
、本体ハウジング３５の後部に連設されるグリップハウジング３６と、を備えている。
【００４０】
　本体ハウジング３５は、図３及び図４に示すように、機構部１２を収容する機構収容部
３５ａと、機構収容部３５ａの後方に連設されてモータ１１を収容するモータ収容部３５
ｂと、を備える。
【００４１】
　機構収容部３５ａは、機構部１２と、ファン２０と、モータ１１の前端部の一部と、を
収容する長筒状の部位である。この機構収容部３５ａの前端部には、先端工具取付部１０
ａを構成するための開口が設けられている。また、機構収容部３５ａの後端面には、後述
するバネ受部材４２を取り付けるための凹部が形成されている。
【００４２】
　モータ収容部３５ｂは、機構収容部３５ａの後端面から突出して設けられており、モー
タ１１を後方から覆うように形成されている。このモータ収容部３５ｂの内部は機構収容
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部３５ａの内部と連通しており、モータ収容部３５ｂと機構収容部３５ａとが一体的に収
容空間を形成している。このモータ収容部３５ｂの後部には、リング状に突出形成された
ピン係合部３５ｄが設けられている。このピン係合部３５ｄは、本体ハウジング３５にグ
リップハウジング３６を取り付けるために使用される。このピン係合部３５ｄは、後述す
るピン３７を摺動可能に支持するための長孔を備えている。また、モータ収容部３５ｂの
根元の一側面には、後述するジョイントカバー４１を引っ掛けて取り付けるための係止突
起３５ｅが設けられている。
【００４３】
　グリップハウジング３６は、図３に示すように、本体ハウジング３５のモータ収容部３
５ｂを覆うように取り付けられるモータ包囲部３６ｃと、モータ包囲部３６ｃの下方に延
在する桿部３６ｄと、桿部３６ｄの下端部から前方に突出する連結部３６ｅと、を備える
。
【００４４】
　モータ包囲部３６ｃは、前方を開放させた籠状の部位である。このモータ包囲部３６ｃ
は、後方から本体ハウジング３５のモータ収容部３５ｂを覆うように取り付けられる。
【００４５】
　このモータ包囲部３６ｃの開口縁には、後述する弾性部材４０の端部を受けるためのバ
ネ支持部３６ａが設けられている。このバネ支持部３６ａは、本体ハウジング３５に臨む
ように形成された凸部である。
【００４６】
　また、このモータ包囲部３６ｃの側面には、ピン孔３６ｂが貫通形成されている。この
ピン孔３６ｂは、グリップハウジング３６を本体ハウジング３５に取り付けるために使用
される。このピン孔３６ｂを貫通させたピン３７を、前述したピン係合部３５ｄに係合さ
せることで、グリップハウジング３６は本体ハウジング３５に対して変位可能に結合され
る。
【００４７】
　また、このモータ包囲部３６ｃの前端部付近には、後述するジョイントカバー４１を引
っ掛けて取り付けるためのフランジ部３６ｆが設けられている。
【００４８】
　桿部３６ｄは、充電式工具１０のグリップを構成する部位である。この桿部３６ｄには
トリガ２３が配設されている。
【００４９】
　連結部３６ｅは、桿部３６ｄの下端部から略直角に前方に突出している。この連結部３
６ｅの前端部は、回り継ぎ手４３を介して本体ハウジング３５に回動可能に連結されてい
る。
【００５０】
　上記した本体ハウジング３５とグリップハウジング３６とは、以下のように接続されて
いる。
【００５１】
　まず、グリップハウジング３６の一端部（モータ包囲部３６ｃ付近）は、弾性部材４０
を介して変位可能に本体ハウジング３５に接続されている。具体的には、本体ハウジング
３５とグリップハウジング３６との間には、弾性部材４０と、ジョイントカバー４１と、
バネ受部材４２と、が配設されており、これらの部材を介して本体ハウジング３５とグリ
ップハウジング３６とが接続されている。
【００５２】
　弾性部材４０は、本体ハウジング３５とグリップハウジング３６と間に圧縮して配置さ
れる圧縮バネである。この弾性部材４０は、本体ハウジング３５とグリップハウジング３
６とが互いに相対移動したときに、弾性変形することで振動を吸収する役割を果たす。
【００５３】
　ジョイントカバー４１は、蛇腹状の筒状部材であり、弾性変形可能な合成樹脂やゴムな
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どで形成されている。このジョイントカバー４１は、本体ハウジング３５とグリップハウ
ジング３６との接続部を覆うことで、接続部の汚れなどを防止する。また、本体ハウジン
グ３５とグリップハウジング３６とが互いに相対移動したときには、上記した弾性部材４
０とともに振動を吸収する役割を果たす。このジョイントカバー４１は、両端部に設けら
れた係止溝を使用して本体ハウジング３５及びグリップハウジング３６に取り付けられる
。すなわち、前端部の係止溝は、本体ハウジング３５の係止突起３５ｅ及びバネ受部材４
２の引掛部（図示せず）に係合する。後端部の係止溝は、グリップハウジング３６のフラ
ンジ部３６ｆに係合する。
【００５４】
　バネ受部材４２は、弾性部材４０の取り付けに使用される部材である。このバネ受部材
４２は、本体ハウジング３５に挿し込まれて使用される。また、このバネ受部材４２は、
グリップハウジング３６に臨む面に、弾性部材４０の端部を支持するための凹部が形成さ
れており、この凹部に弾性部材４０の一端部を支持させ、かつ、グリップハウジング３６
のバネ支持部３６ａに弾性部材４０の他端部を支持させることで、バネ受部材４２（本体
ハウジング３５）とグリップハウジング３６との間に、互いに離反する方向に所定のバネ
力が働くようになっている。
【００５５】
　本体ハウジング３５とグリップハウジング３６とは、そのままでは弾性部材４０の付勢
力を受けて外れてしまうため、鋼材で形成されたピン３７によって移動範囲を制限するよ
うにしている。具体的には、図３に示すように、グリップハウジング３６のピン孔３６ｂ
から貫通させたピン３７を、本体ハウジング３５のピン係合部３５ｄの孔に挿通する。こ
のピン３７をボルト３８とナット（図示せず）によって、ピン孔３６ｂから抜けないよう
に固定する。すると、図６に示すように、ピン３７がピン係合部３５ｄに係合して弾性部
材４０の付勢力を受け止める。言い換えると、ピン３７がピン係合部３５ｄに係合するこ
とで、本体ハウジング３５とグリップハウジング３６との離反移動が規制される。なお、
本体ハウジング３５とグリップハウジング３６とが互いに接近する方向に移動したときに
は、ピン３７がピン係合部３５ｄに沿って移動するため、その動きはピン３７及びピン係
合部３５ｄによっては妨げられない。このため、グリップハウジング３６がバネ受部材４
２に当接するまで、本体ハウジング３５とグリップハウジング３６とは互いに接近するこ
とができる。
【００５６】
　一方、グリップハウジング３６の他端部（連結部３６ｅ付近）は、回り継ぎ手４３を介
して回動可能に本体ハウジング３５に接続されている。
【００５７】
　ところで、グリップハウジング３６のモータ包囲部３６ｃの両側部には、図１及び図７
に示すように、グリップハウジング３６の内部に空気を流入させるための吸気窓３１が設
けられている。また、本体ハウジング３５のモータ収容部３５ｂの両側部には、モータ１
１の上流に配置された第１吸気口５１と、この第１吸気口５１よりも下流かつ制御基板２
２の上流に配置された第２吸気口５２と、の２種類の吸気口が設けられている。このため
、ファン２０が回転すると、吸気窓３１を通過した空気が、さらに第１吸気口５１及び第
２吸気口５２を通過して、本体ハウジング３５の内部に取り込まれる（図６参照）。
【００５８】
　本実施形態においては、２種類の吸気口が設けられているため、第１吸気口５１から流
入した空気でモータ１１を冷却し、第２吸気口５２から流入した空気で制御基板２２を冷
却できるようになっている。すなわち、第１吸気口５１から流入した空気はモータ１１を
冷却することで暖められているが、第２吸気口５２から新鮮な外気を取り入れることで冷
却風の温度を下げ、効率的に制御基板２２を冷却できるようになっている。
【００５９】
　こうしてモータ１１と制御基板２２とを冷却した空気は、本体ハウジング３５の側部に
設けられた排気口３２と、本体ハウジング３５のバッテリー取付部２５に設けられた吹き
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出し口５０と、から排出される。
【００６０】
　排気口３２は、図１等に示すように、制御基板２２の側方で開口するように設けられて
いる。冷却に使用された空気は、図６に示すように、制御基板２２の上面に沿って流れる
が、このときに側方に流れて排気口３２から外部に排出されるようになっている。
【００６１】
　なお、本実施形態においては、排気口３２は、ハウジング３０の右側面にのみ設けられ
ている。言い換えると、図７に示すように、ハウジング３０の左側面には排気口３２が設
けられていない。このようにハウジング３０の一方の側部にのみ排気口３２が開口してい
ることで、右手で充電式工具１０を持ったときに、作業者の顔に排気口３２からの排気が
吹き付けられないようにしている。なお、本実施形態においては排気口３２をハウジング
３０の右側面にのみ設けるようにしたが、左利き用の充電式工具１０であれば排気口３２
をハウジング３０の左側面にのみ設けるようにしてもよい。また、排気口３２をどちらに
開口させるかを切り替え可能とするために排気口３２を開閉式としてもよい。
【００６２】
　吹き出し口５０は、図５に示すように、バッテリー取付部２５の裏面に開口している。
この吹き出し口５０は、バッテリー取付部２５の前端付近に設けられており、ハウジング
３０とバッテリー２４との境界部１０ｂに向けて開口している。このため、前述した排気
口３２から排出されずに吹き出し口５０まで流れてきた空気が、図６に示すように、吹き
出し口５０から排出され、ハウジング３０とバッテリー２４との境界部１０ｂから外部へ
と吹き出すようになっている。なお、吹き出し口５０の開口面積は上流の空気流路の面積
よりも小さく設定されており、吹き出し口５０から排出される空気の流速が増すように形
成されている。
【００６３】
　このような構成によれば、充電式工具１０を上向き姿勢で使用することで充電式工具１
０の前面に切粉や粉塵が落下してきたときでも、吹き出し口５０から排出される空気によ
って切粉や粉塵の侵入を防ぐことができる。具体的には、吹き出し口５０から排出される
空気がエアカーテンのような役割を果たすことで切粉や粉塵の堆積を防止したり、充電式
工具１０に付着した切粉や粉塵を吹き飛ばしたりすることで、切粉や粉塵が充電式工具１
０の内部に侵入することを防止できる。
【００６４】
　しかもこのような効果を新たな部品追加なしで実現しているため、カバーの着脱作業が
発生したり、外観寸法が大きくなって取り回し性能が低下したり、部品追加によってコス
トアップしたりといった問題も発生しない。
【００６５】
　また、従来の構造を大きく変更する必要もないので、製品の重量バランスも悪化せず、
作業時の操作性に悪影響を与えずに上記したような効果を得ることができる。
【００６６】
　また、前記ファン２０が取り込んだ空気は、充電式工具１０のモータ１１及び制御基板
２２の冷却に使用される。言い換えると、冷却風を使用して切粉や粉塵の侵入を防ぐこと
ができる。このような構成によれば、一般的な充電式工具１０において使用されている冷
却用のファン２０を使用して切粉や粉塵の侵入を防ぐことができるので、機械の複雑化や
部品点数の増加が発生しない。
【００６７】
　また、吸気口として、前記モータ１１の上流に配置された第１吸気口５１と、前記第１
吸気口５１よりも下流かつ前記制御基板２２の上流に配置された第２吸気口５２と、を備
える。すなわち、ファン２０によって取り込まれた空気は、モータ１１を冷却した後に制
御基板２２を冷却し、その後、吹き出し口５０から排出されて切粉や粉塵の侵入を防ぐ。
このような構成によれば、制御基板２２によって空気の流れを制御して吹き出し口５０に
誘導することができる。
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【００６８】
　また、吸気口として第１吸気口５１と第２吸気口５２との２つを備えているため、第１
吸気口５１から吸気した空気でモータ１１を冷却し、第２吸気口５２から吸気した空気で
制御基板２２を冷却することができる。第１吸気口５１から吸気した空気はモータ１１に
よって暖められており、そのままでは制御基板２２の冷却効果が十分に得られないおそれ
があるが、第２吸気口５２から吸気した新鮮な外気で制御基板２２を冷却できるので、冷
却効果を高めることができる。
【００６９】
　また、前記ハウジング３０の側部に前記ファン２０が取り込んだ空気を排出するための
排気口３２を設けている。すなわち、ファン２０によって取り込まれた空気は、排気口３
２から排出されるとともに、吹き出し口５０からも排出される。このような構成によれば
、排気口３２の形状や開口面積等を調整することで吹き出し口５０からの排気圧を調整す
ることができる。
【００７０】
　しかも、前記排気口３２を、前記ハウジング３０の一方の側部にのみ開口するように形
成したので、排気口３２が設けられていない側に作業者の顔がくるようにすれば、排気口
３２からの排気が作業者の顔に当たらないようにすることができる。具体的には、右手で
充電式工具１０を持つ場合には、排気口３２を右側部にのみ設けるようにすれば、排気口
３２からの排気が作業者の顔に当たらないようにすることができる。
【００７１】
　なお、上記した実施形態においては、吹き出し口５０をバッテリー取付部２５の裏面に
設けたが、本発明の実施形態としてはこれに限らず、少なくとも、吹き出し口５０がハウ
ジング３０とバッテリー２４との境界部１０ｂに向けて開口していればよい。例えば、図
８に示すように、吹き出し口５０がハウジング３０の表面に露出していてもよい。この実
施形態においても、吹き出し口５０から排出された空気がハウジング３０とバッテリー２
４との境界部１０ｂに吹き付けられるので、境界部１０ｂに切粉や粉塵が堆積することを
防止したり、境界部１０ｂの切粉や粉塵を吹き飛ばしたりすることができる。
【００７２】
　また、吹き出し口５０の変形例としては、吹き出し口５０からの排気が直接的にハウジ
ング３０とバッテリー２４との境界部１０ｂに当たらない態様であってもよい。例えば、
吹き出し口５０をハウジング３０の表面に開口させ、この吹き出し口５０からの排気がバ
ッテリー２４方向へ吹き出すようにしても、境界部１０ｂ付近に粉塵が接近することを防
げるので、粉塵が充電式工具１０の内部に侵入することを防止できる。
【００７３】
　また、吹き出し口５０は充電式工具１０の側方に設けてもよいし、吹き出し口５０を複
数設けてもよい。
【符号の説明】
【００７４】
　１０　充電式工具
　１０ａ　先端工具取付部
　１０ｂ　境界部
　１１　モータ
　１１ａ　出力軸
　１２　機構部
　１３　中間軸
　１４　回転体
　１５　揺動ロッド
　１６　ピストン
　１７　打撃子
　１８　中間部材
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　２０　ファン
　２２　制御基板
　２３　トリガ
　２４　バッテリー
　２５　バッテリー取付部
　２５ａ　係合凹部
　２５ｂ　レール
　２５ｃ　端子部
　３０　ハウジング
　３１　吸気窓
　３２　排気口
　３５　本体ハウジング
　３５ａ　機構収容部
　３５ｂ　モータ収容部
　３５ｄ　ピン係合部
　３５ｅ　係止突起
　３６　グリップハウジング
　３６ａ　バネ支持部
　３６ｂ　ピン孔
　３６ｃ　モータ包囲部
　３６ｄ　桿部
　３６ｅ　連結部
　３６ｆ　フランジ部
　３７　ピン
　３８　ボルト
　４０　弾性部材
　４１　ジョイントカバー
　４２　バネ受部材
　４３　回り継ぎ手
　５０　吹き出し口
　５１　第１吸気口
　５２　第２吸気口
　Ｓ　空気室
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